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2．材料と方法   

（1）供試豚   

場飼育豚中、主に繁殖豚およぴその候補豚を  

対象として、日脳による豚の死流究予防試験の   

実施計画を立てるためにE相済の感染（抗体価の   

保有）、抗体価の推移孜どを調べて、予防注射   

の必糞性を選別し、生ワクチンS‾（以下生ワ  

クS‾と略す）株を用いて予防試験を行った。  

その供試豚はつぎのとか少である。  

1．はじめに  

豚の死流産発生率は藤崎鋤こよれば、初産豚では、   

総慶子教に対一し、約4【l％におよんでおり、養豚   

経営」二の損失が大きい。豚の死流産の遡京因は日   

本脳炎〈以下日脳と略す）であるため、その予防  

技術の確立が急がれてお力、硯在予防法としては、   

臼脳の不清化ワクチンが用ぃられてぃるが、労力   

と」経済性から、予防技術の普及を困難にしている   

面もあるので、予防効果と普及性の両面から、有   

利恵生ワクチンの開発が期待されてぃる。  

私たちは煉林省家衛試で、豚用生ワクチンとし   

て開発卓れたS‾殊を用いて豚の死流産予防試験   

を行ったので、その成績の概畢を述べる。  
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回接種した。生ワク接種の時期は、表－2の   

1－2および周一1のとお少である○すをわ  

ち、東京都償おけると場豚のHI抗体5」8％  

以上保有状況を過去5年間にわたタ調づ、各  

年の年初からの過激を舞出■して5カ年蘭の平  

均値を求め、その平均値ひ週数よ少2適間前  

を日脳の流行開始推定日とした○従ってこれ  

らの数億から45年の流行を推考して、計画・  

を立てると、年初から55週目がHI抗体5ロ  

％以上保有日と推定され、その2週間前の過  

すなわち年初から55週日（8月9日－15  

日）が流行開始と推定された0  

¢）繁殖豚の抗体保有準況調査   

供試豚は前大静脈よ少採血■して、採血後一部  

は血液吸着炉紙として保存し、一部は分離血清  

として、－20 0cに保存した0血清材料は7  

セトン処理による予研法を準じ、血液吸着紺  
は借藤曾の方法（45年d月29日採血分のみ）  

にエわ血球凝集抑制（HI）抗体を測定した0  

6）生ワクチンS】■株を用小ての日脳死流産予  

防法   

打）試験の方法   

供託豚に対ナる生ワクS‾の接種は、HI   

抗体を調べて、陰性豚（＜10）咋は4週間   

隔で2回、Ii工抗体価20～80の嫁には1  

衷2－1東京都償おけると場蕨のHI抗体保有状況から推定した日脱流行状況  

年  度   流行開始推定日   HI抗体50％以＿上保有月日   

昭和40年（19d5）   55通（8．8．～14．）   55週（8．22．～28．）   

〝 41〝（19占d）   55〝（乱 ア～15．）   55〝（8．21．－27）   

〝 42〝（19‘7）   51〝（ヱ5D．～8．5．）   55〝（8．15’－19）   

〝 45〝（19d8）   55〝（8，25．－ 51．）   57〝（9  8．～14．）   

〟 44〝（19d9）   55〝（8．24～ 50．）   57〝（9 7－15．）   

平  均   55〝   55〝   

〝 45年q970）梶   55〝（8．鼠～15．）   55〝（8，25～29）  

（都衛生局資料）9‘）   

表2－2 東京都盲試におけるオトリ原の＝Ⅰ抗体保有状況から推定した日脳流行状況  

年   産   流行開始推定日  HI抗体保有開始日  HⅠ抗体50％以上保有月日   

昭和45年（19‘8）   8月14日   8月20日   8月28日   

〝■44年（19d9）   8月11日   8月18日   8月25日   

平  均   8月15日   8月19日   8月27日   

－58－   



図－1 死産予防試験実施計画  
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9月   1n月   7月  8月  

分  娩  

集  計  対照   

オーリ豚のHI抗体5〔）％以上保有日の過去  

2カ年間の平均は8月 

脳の流行開始推定ははその2週間前の8月15   

日となる。したがってと場豚のHI抗体保有   

状況から推定した日脳流行の8月9日－15   

日以内に入少、流行推定日が一致するから、  

生ワクわ接種は1回目は7月7日〔一部占月  

25日）に、2固持と越夏豚で HI抗体  

（2ロー80）の豚には1同だけ8月4日  

（2回目の一部7月21日）に接種した○試  

験に用いた、生ワクは農腫家鱒試て豚用と   

して開発したS一株の10b・シ2舶を耳根   

部皮下に接種した。   

5．試験成績  

∩）豚の日脳HI抗体価の分布  

日脳流行前のd月下旬（NO．11のみ7月7日）  

に採頑河査し、流行後の10月中下旬およぴ、   

4‘年2月下旬～5月＿上旬に採血調査したHI  

抗体価の分布は表－5のとお♪である。  

ー59－   



表－5 豚の日脳打Ⅰ抗体価の分禰  

調  査  H I 抗  体  個  
年月 日  ＜1〔）   ≧10－≦20   40   80  

弓≧1脚   覿   

45．d月′〉7月上旬  19頭   4 頭   ．0頭  2頭   10 顔  i55粛  

（54．5吟   ql．4翰  伍．4（掩   （28．d％）  

45．10月  12   d  2  5   2′4  47  

（25．59㊨   （12．8爛   （45％）   （d．4サ∂   β1．Ot姶  

46．2月下旬～  15   11   5   2   25  52  
5月上旬  

ロ5＿D鴨   el．1ウQ   （5．8翰   （5・9循   四42％  

昭和45年d月～7月上旬の採血てほ、HI  

抗体価＜10が19頭（54，5％）、≧10－  

≦2Dが4頭（11．4％）、80が2頭（5，4  

％）、≧1占0－≦25d Oが1口頭（28．占く循   

であった。45年10月中下旬の採血時では、  

HI坑体価＜1Dが12頭（25＿5％）、  

≧10－≦20がd頭（12．8％）、40が2  

頭（4．5％）、80が5頭（占．4％）、  

≧1る0′・碧560が24頭（51．0％）であ  

？た0また4d年2月下旬～5月上旬の採血時  

ではd Oが15頸（25・0％）、≧10～≦  

20が11頚（21．0％）、40が5所（5．8  

％）、80が2頭（5・9％）、≧1dO－≦  

25d Oが25頭（44．2％）であった。これ  

ら供試豚の約50％がHI抗体価8ロ以下とい  

う低い抗体佃を示していた。   

2 豚の日脳HI抗体の保有状況と生後日令と  

の関係  

供試豚の日脳HI抗体の保有状況と生後日令   

との関係を示すと表】4の1～2のとぉわであ   

る。44年の日脳流行期に初めて越質した8頭 ■   

の豚を流行後10カ月樫過した45年d～7月   

に採血して調べた成績は真一4－1のとおカで   

ある。すなわち、44年の当場匿おける日脳1l   

Ⅰ抗体陽転開始は8月18日であったから、8   

月18日を流行開始日とした。日脳のHI抗体   

は、ろ紙法で調べた成横では60日令（6月20  

日生）以下の豚では＜2ロであったが、110   

日令（5月1日生）以上の豚で壮d40－   

12致〕とぃう比較的商ぃ抗体価を保有していた。   
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表－4－14 

HI抗体価 

8  P 7  44年8月18日   0日   5’1d日  ＜‘2D  く10  

9  〝 8   〝 8＿  9   9   525   ＜20   

10  〝 9   〝     ′   9   ＜1D  

皿  W24   〝     〝   9   ＜10   

12  PlO   試験 軍竺    竿≒．．タ、日技芸≡冨≡．   採血調 査時日令  ’       ろ 紙  血 清                                                〝  ＜20 ＜20               〝         〝 d．20．  古口  58d   10  15  皿  〝 5．17  95  40？    1ロ  14  12  〝 5． 1．  110  42d  占40  
15   †5   〝 4． 5．  158   454  1280   

箆 44年日脳流行開姑日（陽転開始日〉を8月18日とした。  

またND．8・′－15までの豚について血清法で調   

べた成績では、d O日令のNO．12と95日令  

（5月15日生）のNO．15の隊の、HI抗体  

価が10であったが9日令以下の蕨は＜10で  

1ⅠⅠ抗体を保有していなかった。   

また45年の日脳流行期に初めて越夏した22   

頭の豚を流行後1カ月径過した10月とdカ月   

経過した4d年の2～5月に挽血して、調べた  

1＼ご 成綾は表－4・▼？のとキ少である。すなわち、  

45年の－当場におけ’る‾日脳欄Ⅰ抗体博転閑始は、   

9月21日であったから9月21日を流行開始  

日としたっ これらの豚のHI抗体は血清法で調   

べた成練では、流行開始時に生後107日令  

（45年d月7日生）以下の勝ては、流行1カ  

月後またはdカ月後には、HI抗体価は＜10  

であった。しかし、生後115日令（5月50日  

日生）以上の豚では10－d40のHI抗体を  

保有してぃた。とくにN〔）．42の豚のみは1’D  

2DとぃうHI抗体を保有していたが、他の  

豚は1dO－d40とぃう比較的高レり寸Ⅰ療体  

を保有していた。  

－dl－   



45年流行開始時にぉける生後日合と1カ月後およびdカ月後の抗体保有  

表－4～2  

川 HI抗体価   
番号番号生年月日1馳時日司45．7月  45．10月 ム2ん5月  45．7月  45．10月  4d．2～5月   
占5 W55   45．ス5D  54   ≠日  215日   ＜川喜   

d4  〝54  〝  〝   〝  ‖  ＜1ロ   

旨 9P  219  ＜10 ■  －くloこ  

；三 ＜10；  

ー＝’ 225  〟  ＜10三   

p 11tト 254  ＜10  ＜10ぎ  

lll■OJ 〝  ＜1p  く仲  

－ 〝 257  ＜10  ＜．10≦   

52 
47羞 

〝 〝  【114  〝  ＜10  ＜旬：  

53 48l 
〝 〝  く10  ＜10  

255  ＜10  ＜10  
！ 〝′  ＜10  

＜10  
140  ＜－川   

〝  ＜18■  
≡三！……巨；：ニ；更1：；≡   

159  ＜10・  

5．。 。卵）  148  －  ＜10  1ヰ0   

s  
〝  〝 ko■（9日）   〝   ＜10   1、る0   

167  294  1D  ・20  

i5・ニ1 1′5≡’  〝   〝  1dO   

59  〝41  4．9  1‘5   199  528  520  d4ロ   

4D  〝42  〝  〝   〝  〟  520   る4ロ   

1  〝  1  2．20  215 51∽日）  ■‾ 225  5‘9  ・＜10   5‘20   520   

2  〟  2  〝  〝151．（廿）   〝  〝   く10   d4q   d40   

5  〝  5  2．18  215155（〝）   245  571   ＜10   520   52q   

41w54↓  2．5】 22白1砧（〝）   258   ー＜10   520  

証 45年日脳流行開始日（陽転開始日）を9月21日とした○   

（d 日脳生ワクの接種による抗体産生とその消  年目脳流行期後に生れた豚では、生ワクの1回   

長  接種にエ♪、HI抗体価の上昇はみとめられず、   

死流産予防実施計画忙基尊、供託豚忙生ワク   2回壊種把上身、HI抗体価は1Dのものが多／  

S‾接種後のHI抗体産生とその消長を示す七  かった0   

図－5－1～2のとかカである0すをわち、駒  

－d2－   



日脳生ワクチン（S）株 4週間隋2回接種應のHI抗体価の消長  図－5  

1．生ワクチン接種   

1～1 前年日脳流行期後出生  

45年29ん∴21ノ㍉5／も 11  21／支  4錘1／ふ  

45年29布 21／ん 5／ん 11  21／支 4蹄1／ふ  
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2．佳ワクチン非接種   

HI価  
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45年20／旬  9／／旬 20  20．血  1／k 21  4d年1／旬  

しかも、日脳流行期の経過後の10月にはHI   

抗体価は4頭中2頭が80に上昇しているが、   

生ワク非接種群の5頭が日脳流行後HI抗体価   

（520～d48）に上昇しているの忙比べる  

と、hづれも低い。また図－5－1－2のよう  

に前年日脳流行期前に出生して、流行期に移行  

抗体を保有していたと思われる豚では、1回の  

接種忙よう、HI抗体価は10－40に上昇し、  

2国接種後もーlT抗体億20を維持し、日脳の  

流行期を経過後の10月も4頭全洩が、Hl抗  

体価は殆んど同じ価を維持していて上昇がみと   

められなかったが、生ワク非接種豚では日月歯痛  

行前の8月20こ日揮HI抗体が陰性であったの  

に、1D月21日には、HI抗体価は520－   

占40に＿上昇していた。  

〔う生ツクS‾接種による豚死流産予防成耗   

生ワク8－を用いての豚の死流産予防成績を   

集計する忙あたわ、当場にかけるオトリ豚の日   

脳感染状況よ少、45年の日脳流行はHI抗体  

陽転開始日が9月21日で、4D％以上保有し  

た日が、10月21日で、そ九以上陽転率は上  

昇しなかったが、繁績候補豚のHI抗体を調べ   

た陰性豚10頭中全部が陽転してぃるので場全体  

の陽性率は80％となるので、豚の日脳の流行は  

例年よカヤゝ弱いか例年どうカと考えてエいと   

思う。従って、場内において、日脳ウイルスが   

最も括発に活動していたと考えられる9月50   

日以前に種付され、ウイルス散布開始日と推定   

された9月7日以後忙分娩した母豚を供試豚中   

上少選び出して集計対象とした。その成横は、   

表・－5および表－dのとお少である。HI抗体  

価陰性で生ワク非稜樺の対照（N）詳は、この  

試験把設け太かったので、姦轟らの広島、福島  

における調査成績を参考として記載した○日脳   

1iI抗体陰性麻で、生ワクを4週間隔2回接種  

（V2）群は4調で、産子教は5占頭、そのうち  

ち正麗子数は54粛、死亡胎児数は2頭で、死  

亡胎児出現率は総慶子数に対して5．‘％であった0   



衰」5 豚死流産予防試験成続集計対象豚の繁殖状況  

⊥11   45．920．   4d．1．15．   11d日   

陰、 ‖  

陽   20   〝18   Ⅰ爪r12  
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21   4   ス1．   が1D．22．   115  

〝 921．   115  

n 爵揮産次  秤付月日  分娩月日  姫娠別間     4  P 4            性；生ワク2回接種 豚   8 10   7 i9  Y  l  922．  〝1．1占．  11d      L  l  751，  45＝・22・  114      皿  1Ⅳ24  Ⅶ 5 】 i2  8．12．  〝12．8．  118    生ワク1匝l接種 生ワク非接種  5．4  P59   45．71父  45．11．1〔I． 4510．2（～．  114 1115    14  l P12   ヱ 5．    18  〝1占  Lき4 ‡  鼠2占．  4d．1．1R  115  性         【 L   d．5．  45．92d．  115      〝19   l         25  1〝21 ‖  も  ぅ  5．51．  l       圭55  】   ●  Yい  鼠1占．  4d．1．7  115   
表－る 生ワクチン（S‾）忙よる豚死流産予防試験力党績  

試  験  群  ‾‾‾▼ 
‾  V2   

d N ＊  P       盲二丁回」非接訂‾■   す 識蓬   55頭 285  4 頭． 1一‾う頒   茄 7d  
12．7  

d9，   

11．5   5d ♀0  15    8．1   15  正 彦  総  数  178  54  15    ．ヱ＿堅＿  1腹平均  5・L⊥ 8・5   15  
死 亡  総   数   0   7，   

堅児教  1腹平均   
．  

0   1．2   

殉ゴ台児  母   豚   0   dd．7   

出現率  産   子   107  i  2          5．1  D．5            48，6  50．0            575  5．d  0   R2   

＊藤崎ら（1970年）  

Nは陰性豚で生ワクチン（S－）株非接種対照群  

V2は陰性豚で生ワクチン（S‾）株2回接種  

Pは日鹿陽性豚  
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また趣夏豚で、日脳HI抗体陽性豚（d月1d   

日採血時と8月4日生ワク接種直前のHI抗体  

価20）に生ワクチンを1回接種した蕨は1頭   

であったが、正産子数は15頭で、死亡胎児は  

紬った。これらの成舶脇ら申広島、福去   
両県における日脳【IT抗体陰性豚で生ワクチン   

非壊樫腰桝）群の死亡胎児出現率は、総産子数   

忙対して、575％であったから、生ワクチン  

は有効であったと考えられる。また日脳HIこ坑  

体腸姓豚で生ワクチンの非接種豚は、d頭で、   

生産子数はd9兢で、死亡胎児は7顔て、死亡   

胎児出現率は総意手数に対して92％であつネ0   

4．考察   

昭和45年鹿の繁殖豚およぴその候補豚を主体  

として、席の牢流竜予防計画を立てるため把、主  

としてd月に日脳HI抗体を調べて、その陰性勝  

と、80以下の低いHI抗体保有殊に生ワクS－  

を接種して、死流産予防試験を行ったが、その試  

験の過程で、凍起された事項はつぎのとおカであ  

る0  

〔）飼育豚のHi抗体価の分布、45年占月の   

採血調査では、≦20という低いHI抗体価の   

保有豚はる5．7％であ少、45年10月の採血   

調査では、≦40の抗体価保有豚は42．6％で   

あゎ、4d年2月～5月の採血調査では≦40  

の抗体保有豚は51．9％であった○ このょうな  

低hHI抗体価の保有豚の中陀は、1～5国越   

夏している豚もあゎ、45年に生ワクチンを接   

種してぃる豚が多い。ナベてが日脳の感染を免   

れたためか否かは、不明の点が多い。とくK  

図－1～5忙示すように、生ワクチン非接種群  

で8月20日以前にHI抗体陰性七番った蕨ぬ  

日脳流行後の，10月21日には、HI鏡体廊は  

520－d4．Dに上昇している。また生ワクS‾  

接種群では、図－5～1のとぉ少Iらす年流行期後  

に出生した豚では、1回の生ワクS－接種では  

殆んどHI抗体価の上昇はみられず、2固の生  

ワクS‾の接種によ少、HI抗体飾吼10に上  

昇して封少、流行後の10月には、約半数が  

HI抗体価4□～80咋上昇して重婚、半数が  

10か＜10であった0また前年の日脳流行前  

忙出生した豚では、図－5～2のとお少、1回   

の生ワクの接種で、HI抗体価は10－40に   

上昇し、2回目の接種後もHI抗体価10を持  

続して声少、流行後の1皿月にもその価を持続  

していた。このよう把前年流行期前陀出生した   

豚は、流行期後忙出生した豚との間に明らか把  

抗体感応に差異がみとめられた。こあことは、  

前年日脳の流行期に移行抗体を保有して経過し  

た豚は、日脳の流行にさらされても一応感染を   

免れるため、日脳流行後もHI抗体価の上昇は  

みられ左いと考えられた。しかし、生ワク接種   

後のHI抗体の推移を調べた成績をみると日脳  

ウイルスの侵入が、何らの免疫感作をその個体  

に与えたのではなぃかと思われ、翌年生ワク申  

1同棲種によカ、HI抗体価がエく上昇し卑も  

のと考えられた。すなわち、生ワクの1回接種 

が、あたかも2同日の接種と同様の効果を示す  

ものと思われることは興味深い0 

せた前年日脳の流行期前托出生した豚で、2回 
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抗体保有状況と生後日令との関係は流行1カ月   

後封よぴdカ月後に挽血し畠Ⅰ抗体を血清法七  

調べた成績を衰－4～2から図示すると、図4   

のとおカである。  

ナなわち日脳陽転開始の9月21日忙、生後  

115日令以上の豚はHI抗体を保有してい窄  

から、流行時昨日脳に感染したもので、これら   

の豚は移行抗体を保有してぃなかったと考えら   

れる。ま友生後107日令以内の豚は流行後1   

カ月の1㌔0月およぴdカ月後の4d年2月にも   

HI抗体は陰性（＜10）であったから、これ   

らのi殊は流行期に移行抗体を保有していて日脳   

の感染を免れたものと考えられ鱒○孜お今回の  

調査ては、日脳流行蔵前の移行抗体のHI抗体   

価がどれ位の値を示していれば感染を免れるこ   

とができるかを調べられなかったが、日脳予防   

プログラムを作製するのに重要であるから、今   

後さらに移行抗体の抗体価と感染防禦との関係   

を究明したho   

生ワクを櫻種したものは、流行期後日I抗体の   

上昇がみとめられなかった。このことは、これ   

らの豚が日脳の感染な免れたためではないかと   

尽われた○  

短）昭？日脳HI抗体の保有状況と生後日令と  

の関係：44年に初めて越夏した8頭の豚は、   

折紙法檻よってHI抗体を調べた成横では、dO   

日合以下のものが＜20てあったが、血清法で   

は、‘0日今のNロ．12卦よび95日令のNO．   

15はともにHI抗体価は10であったが、採   

血調査時の日今は、58る日令と4D9日令て   

あったから、移行抗体とは考えられ恵h。しか   

し、44年の日脳流行後から、HI抗体価10  

とぃう」遣い価を維持してぃたものか、流行後の   

秋吟「慶陰性と表ゎ、4－d月に陽性と′奉った   

ものてあるかは、との調査が流行後の1■0月に   

なされてぃ在仏ので、正確に検討できなぃo  

また45年に初めて越夏した22頭の豚のHI  

図十4 豚のHI抗体保有状況と生後日令との関係  

越  夏  豚  

月  5   4  5い    l ； ●  10い1   
日 脳 流 行   ．陽転開始．80％陽転   

抗 体 115日   
豚生後 日：数  

抗体陰性  

抗1体陰性  

麻生後日数  
1（）7日   

ーd7－   



創 生ワクS‾‾による日脳死流産試験   

生ワクSての2回擾稚（V2）によカ、総産   

子教に対する死亡胎児出現率は5．d％であった  

から対照のN（藤巌も広島、福島に帥る   

死流産予防成績の対照群）の575％に比べて、  

かなカ低いから、生ワク針】の2回接種は死流   

産の予防に有効であったと考えられた。1腹当   

正産子数は、N群よ少多くなっているが、非接   

種陽性豚よりは少hのは、V2群が初産豚であ   

るためと考えられる。せた陽性豚でHI抗体価  

の低い厳に生ワクを1回接種した成凍は該当し  

た個体が1頭しか夜かったので、今後さらに実  

験列数を重ねて検討したい。  

また、臥矩HI抗体保有豚（P）でも92％  

の死亡胎児出現率を示すことは、日野以外に死  

流産の原因があるものと考えられる。   

5．まとめ  

当填で飼育されている繁殖豚およぴその候補廠  

を対象として、軌醸の感染、抗体保有状況友どを  

調べ、HI抗体陰性隊と80以下の低h抗体保有   

豚に、農林省家衛試で開発された原用日脳生ワク   

チンS‾株を用いて、豚の死流産予防試験を行つ   

た。えられた成績はつぎのとかりである。  

n）場の飼育豚の日脳感染状況および抗体保有  

状況を知るために、日脳流行前のd月と流行後  

の10月および、4占年2～5月の5回にわた  

少、採血してHI抗体を調べた。ⅠⅠⅠ抗体の分   

布状況は、d月の採血調査では、HI抗体qO   

が19頭（54．5％）、≧10～≦20が4頭   

（11．4％）、80が2頭（5．4％）、   

≧1る0－≦2150カり 0頭（28．d％）で  

あった。流行後の10月採血調査では、HI抗  

体価はく1dのものがう2頭（25．5％）、   

≧10～≦20のものがd頭（12．8％）、4D  

が2頭（4．5％）、80が5頭（d．4％）、  

≧1dロ～≦21占0のものが24頭（51．0％）  

で参フた。また4占年2－5月に採血調査した「  

ときは、HI抗体価はく10が15頭（25．0  

％）、≧10～≦20が11頭（21．ロ％）、  

40のものが5洩（5．8％）、80のものが2  

頭（5．9％）、≧1dO・・要5占0のもの25  

頭（44．2％）であった。これら供試練の50  

％以上が、HI抗体価80以下の低い抗体保有   

豚が多く、1～5回越宜して乱腿の感染を受け   

ている豚があった。したがって、日脳の死流産   

予防は、初産豚だけで浸く、経産豚でも、HI   

抗体佃を調べて、40以下の低いものには、や   

る必要があると考えられる。   

¢）日脳HI抗体陰性豚匠生ワクS、を2回接  

種したときの抗体産生は、前年目方歯流行後出生   

した豚は、前年流行前出生の厳よカ悪く、1回   

の接種で妊、HI抗体の上昇はみとめられない   

が2回の接種によカ上昇しえ。日脳の流行期を   

経過後に4D－80に上昇したものもあった。   

しかし前年流行期前に出生した豚は、1回の生   

ワクS‾の撥種によりIi†抗体価は10～40   

によく上昇し、日脳の流行期を過ぎても10～   

2Dの価を持続していたことは、流行前陰性豚  

で生ワクS二‘貌基経種匪が日脳の流行後HI抗  

体価520－占4Dによく上昇しているのと比  
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・癒してみる’とこ、生ワクの接種忙よ少日脳の感染  

をまねがれたものと考えられた。せた、日脳の  

HI抗体陰性豚でも、前年流行前に出生して、  

流行期を繹過した豚は、移行抗体によ力感染を  

免れるが、何らかの免疫感化を受けるため、翌  

年1阿の生ワク接種により、よく抗体額が上昇  

するもの■と考えられた。   

β）日脳の流行前に出生した豚の生後日令と、  

流行後のHI抗体保有状況穂、44年越夏厭で  

は、流行開始時に110日令（44年5月1日  

生）の豚では64口～1280という高い抗体  

価を保有していたが、95日令（44年5月  

17日生）以下の豚では1Dか＜10であった。   

せた45年越定酎は、流行後の1t〕月に採血調  

査したら、流行開始時把生後107日令（45  

年占月7日生）以下の豚はHI抗体価10で  

あったが、生後115日令（5月50日生）以  

上のJ殊は1萬10で他は52D～d40という   

比較的高いHI抗体価を保有してぃた。したが   

って、45年の成横から、子豚は生後約1C O   

日間は移行抗体を保有していて臼脳の感染を免   

れたものと考えられた。   

針 目脳の流行前†カ月■とさら托その1カ月前  

の2回、生ワクSⅦを接種し、日脳HI抗体隕   

催80％の流行下に飼育して日脳による應の   

死流産予防をしたところ、総産子故に対する死   

亡胎児出現率は5．d％で、1腹当月平均正庶政  

は乱5所でわた。この成鰍闇、  

福島忙おける陰性豚で、生ワクS■非接辞（N）  

群の、死亡胎児出現率57二5％と1腹当わ正産  

数5．1頭よ少、すぐれてぃるので、・日脳忙よる  

死流産予防に生ワクS‾は有効であ．ったと考え  

られた。   

以上の成覇は、都下の限定地域における日脳に   

よる原の死流産予防成績であるが、今後さらに  

数年忙わたり、鮮続的陀調べて、豚の死流建予  

防対策把資したい。   

紹男把栴み、乳験に当少、柁々御便宜を計つ   

て頂ぃた目待脚、官本 猛、竹原孝一両先生に   

深謝ぃたします0  
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